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そ
の
１ 

基
本
方
針

　

韮
崎
西
中
学
校
は
、
昭
和
41
年

に
誕
生
し
、
46
年
も
の
伝
統
あ
る

学
校
で
す
。
以
来
、
校
訓
を
「
敬

愛
自
尊
」
と
し
て
多
く
の
先
輩
方

が
こ
の
西
中
学
校
を
創
り
あ
げ
て

き
ま
し
た
。
私
た
ち
生
徒
会
本
部

は
、
こ
れ
ま
で
の
伝
統
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
さ
ら
に
西
中
学
校
を

よ
り
良
い
学
校
に
発
展
さ
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
私
た
ち

生
徒
会
本
部
は
、
様
々
な
取
り
組

み
に
「
挑
戦
」
す
る
こ
と
を
今
年

度
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
こ
の
基
本

　

活
動
を
確
実
に
行
う
）

・
部
長
（
部
活
動
ご
と
）
に
よ
る

　

下
校
指
導

②
信
頼
・
協
力

＊
具
体
的
な
取
り
組
み

○
委
員
会
活
動
の
取
り
組
み
強
化

・
委
員
会
に
よ
っ
て
取
り
組
み
方

　

は
違
い
ま
す
が
、
よ
り
活
発
な

　

活
動
が
で
き
る
よ
う
に
、
独
自

　

の
取
り
組
み
を
設
定
し
て
い
ま

　

す
。

・
委
員
一
人
一
人
が
、
積
極
的
に

　

自
分
の
仕
事
に
責
任
を
持
っ
て

　

取
り
組
む
よ
う
に
し
て
い
き
ま

　

す
。

○
部
活
動
の
取
り
組
み
充
実

・
部
活
動
は
私
た
ち
の
生
活
を
充

　

実
さ
せ
る
取
り
組
み
で
す
。
規

　

律
や
マ
ナ
ー
を
向
上
さ
せ
る
と

　

同
時
に
、
団
結
力
を
高
め
、
達

　

成
感
や
充
実
感
の
あ
る
取
り
組

　

み
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

・
支
部
総
体
・
新
人
戦
等
の
時
に

　

部
活
動
強
化
週
間
を
設
定
し
ま

　

す
。

・
大
会
前
に
は
、
選
手
壮
行
会
を

　

実
施
し
て
応
援
体
制
を
つ
く
っ

　

て
い
き
ま
す
。

方
針
の
も
と
、
学
級
活
動
・
委
員

会
活
動
・
部
活
動
・
そ
し
て
様
々

な
行
事
を
通
し
て
「
常
に
挑
戦
し

続
け
る
西
中
学
校
」
を
創
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
２
「
生
徒
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
」

　

今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
「
全

進
」
と
は
、「
全
員
で
活
動
」
し
、

「
全
力
で
取
り
組
み
」、さ
ら
に「
前

進
」
し
、「
進
化
」
す
る
と
い
う

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
中

学
校
の
全
て
の
活
動
は
、
全
校
生

徒
が
仲
間
と
と
も
に
協
力
し
て
行

わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
４
月
の
ス
タ
ー
ト
か

ら
来
年
３
月
ま
で
の
多
く
の
生
徒

会
活
動
を
終
え
た
と
き
、
西
中
生

全
員
が
「
ど
ん
な
こ
と
で
も
協
力

し
合
え
る
仲
間
」
に
な
っ
て
い
て

ほ
し
い
と
い
う
願
い
も
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
誰
か
が
や
っ
て
く
れ

る
と
か
、
自
分
に
は
で
き
な
い
と

考
え
る
の
で
は
な
く
、
自
分
か
ら

「
伝
統
を
継
承
し
、常
に
挑
戦
し
続
け
る
、私
た
ち
の
西
中
を
つ
く
る
」

整備委員会による植樹活動

図書委員会による図書集会 美化委員会による地域清掃

韮
崎
西
中
学
校
生
徒
会
活
動
紹
介

第
２
回 

韮
崎
西
中
学
校

こどもの
目選

体育館に掲示したスローガン

率
先
し
て
行
動
し
た
り
、挑
戦
し
、

『
全
進
』
し
て
い
け
る
仲
間
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す

そ
の
３

重
点
目
標
・
具
体
的
取
り
組
み

①
学
校
生
活
・
基
本
的
生
活
習
慣

＊
具
体
的
な
取
り
組
み
方
法

・
あ
い
さ
つ
運
動
の
実
施

　

（
あ
い
さ
つ
強
化
週
間
・

　

あ
い
さ
つ
隊
の
募
集
）

・
清
掃
活
動
の
充
実

　

（
無
言
清
掃
へ
の
取
り
組
み
）

・
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
充
実

　

（
チ
ャ
イ
ム
席
を
守
る
・
当
番

あいさつ運動の様子

当
た
り
前
の
こ
と
が

当
た
り
前
に

で
き
る
よ
う
に
し
よ
う

全
進
〜
仲
間
と
と
も
に
〜

仲
間
と
協
力
し
、

と
も
に
成
長
し
て
い
こ
う
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・
部
活
動
体
育
推
進
局
局
長

　
　
　
　
　
　
　

横
田　

友
輝

・
部
活
動
文
化
推
進
局
局
長

　
　
　
　
　
　
　

田
草
川
菜
月

 　

シ
リ
ー
ズ
こ
ど
も
の
目
選
は
、

こ
ど
も
た
ち
自
ら
の
目
線
で
取

材
・
編
集
す
る
も
の
で
す
。
次
回

は
、
穂
坂
小
学
校
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

・
「
生
徒
会
だ
よ
り
」
の
発
行

　

生
徒
会
で
は
、「
節
電
・
節
水
」

の
取
り
組
み
や
呼
び
か
け
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

特
に
「
節
電
」
に
つ
い
て
は
毎

日
の
給
食
の
時
間
に
全
校
へ
呼
び

か
け
を
行
い
、
協
力
を
求
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

キ
ャ
ッ
プ
集
め
も
行
い
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
活
発
化
に
繋
げ
て

い
ま
す
。

③
学
校
行
事

＊
具
体
的
な
取
り
組
み

○
行
事
へ
向
け
て
の
取
り
組
み
の

　

充
実

・
西
鐘
祭
…
文
化
的
発
表
や
体
育

　

的
活
動
の
充
実

・
合
唱
交
流
会
の
実
施
、
合
唱
祭

　

の
充
実

④
助
け
合
い
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

＊
具
体
的
な
取
り
組
み

○
エ
コ
活
動

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活
発
化

・
節
電
・
節
水
の
呼
び
か
け
と
励

　

行
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
強
化
週
間

・
環
境
整
備
週
間
の
設
定

・「
月
別
生
徒
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
」

編
集
後
記

　

12
人
の
本
部
役
員
が
中
心
と
な

り
、
生
徒
会
活
動
を
運
営
し
て
い

ま
す
。
後
期
の
取
り
組
み
も
生
徒

会
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
全
進
〜

仲
間
と
と
も
に
〜
」
を
大
切
に
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

・
会　

長　
　
　

清
水　

清
文

・
副
会
長　
　
　

齊
藤　

瑠
偉

　
　
　
　
　
　
　

狐
塚　

真
子

　
　
　
　
　
　
　

深
沢　

勇
斗

・
書　

記　
　
　

長
谷
部
考
生

　
　
　
　
　
　
　

吉
川　
　

葵

・
会　

計　
　
　

篠
原　

皇
至

　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
夢
摘
美

　
　
　
　
　
　
　

石
田　

友
美

・
委
員
会
推
進
局
局
長

　
　
　
　
　
　
　

草
間
紫
帆
里

全
員
で
積
極
的
に

取
り
組
み

活
発
な
活
動
に

し
て
い
こ
う

エ
コ
活
動
や

ボ
ラ
テ
ィ
ア
活
動
を

通
し
て

社
会
に
目
を
向
け
よ
う

　生徒会活動の中心的な活動が西鐘祭です。

　今年は、『ＰＵＺＺＬＥ』～つなげよう西中

生徒の４６２ピース　Hear t of Wes t ～ の
テーマのもと、９月８日に文化部門、９月９

日に体育部門を実施しました。

　４６２人の全校生徒がそれぞれの個性を出

し、心をひとつにして取り組み、素晴らしい

西鐘祭を創ることができました。私たちは、

この西鐘祭で大きな達成感を得ることができ、

全校生徒の団結や協力を確かなものにしまし

た。西鐘祭で得た経験を今後の生徒会活動、

学校生活に活かしていきたいと思います。

『PUZZLE』
～つなげよう
西中生徒の４６２ピース
Heart of West ～

支部総合体育大会の壮行会の様子

２学期に回収したキャップ

全校生徒による全校制作

２年生学年劇１年生学年劇

体育部門の様子３年生学年劇

体育部門の様子体育部門の様子

今年度のシンボルマーク

今年度の西鐘祭の様子


